
【内容目標】三角関数の微分をマスターしよう。
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　これらの結果をまとめると，次のようになる。
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例題）次の関数を微分せよ。
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◎三角関数は「半角の公式」や「和積・積和の公式」で倍角に変換すると良い
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練習１７）次の関数を微分せよ。
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